
　　竹輪

　　ちくわがいつから作られるようになったのか、平安時代の古い本に

　かまぼこが載っているそうです。「魚のすり身を棒につけ、焼いて食

　べた」まさにかまぼこですね。昔は板につけて作る今のかまぼこはな

　く、ちくわをかまぼこと呼んでいました。

　とてもたくさんの種類のかまぼこやちくわがあるのでいろいろ食べて

　みて下さいね。
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